
掲載数 36

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市立 高２
総合的な
探求の時

間

２年性教育講演
会

　性に関する基本的な知識だけでなく、学校の先生や生徒も参加しながら楽しく話ｗして
いただた。また終盤には遠見先生ご自身が産婦人科で経験されたエピソードも交えながら
命の大切さを教えていただいた。どんな過去があっても自分は大切な存在であること、自
分以外の人も大切な存在であること、人それぞれ色々な違いを認めながらお互いを大切に
すること。人権であり、性教育の原点であるという内容を温かい話し方で講演をしていた
だいた。生徒達からは大変好評で、自分を大切にしようと少しでも思えたという感想や、
講演を聴けて幸せだったという感想もあった。

産婦人科医

2 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間

LGBTQをはじめと
するセクシャル
マイノリティを
とりまく現状に
ついて

　LGBTQをはじめとするセクシャルマイノリティの存在について、参考となる資料を作成
し多様な性の理解を深める授業をおこなった。セクシャルマイノリティ当事者である生徒
の自尊心や自己肯定感を高め、当時者でない生徒たちにおいても、人権感覚を養うよう努
めた。性的指向と性自認の多様性について理解を深めた。

3 神奈川県立 高複合
総合的な
探究の時

間

3.11
東北震災で何が
起こったか
（映像鑑賞）

　GoogleMeetで、映像を視聴。内容は、東北大震災の時の障害者が体験した事をまとめた
映像である。次時間目には、ワークシートを用いて災害時に何が起きたか。また、自分た
ちが何が出来るのかを話し合った。生徒は熱心に鑑賞し、災害時の自分の行動を考えるこ
とができた。

DVD
いのちのことづけ～死
亡率2倍　障害のある
人たちの3.11～
高校１年・２年

4 神奈川県立 高複合
総合的な
探求の時

間

思春期
「いのちの話」

　助産師で12人の母であるHISAKOさんのYouTubeを鑑賞し
自己肯定感を高め、自らの性について知り、命の尊さを知ることで自分や他人を大切にで
きる心を育むことを伝える動画を視聴する。

YouTube「hikako」
いのちの授業

5 神奈川県立 高３
総合的な
探求の時

間

人権教育「めぐ
み」鑑賞

　DVD「めぐみ」を鑑賞した。 人権問題としての視点で解説を行い、鑑賞に入った。 突
然拉致された可能性が高い、といわれているめぐみさんと生徒たちは年齢が近く内容に
ショックを感じた様子であった。生徒は真剣に鑑賞し、平穏な生活が突然奪われた事件に
対し様々な角度からこの事件を考える機会になった。

DVD「めぐみ」

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【総合的な探究の時間】



6 神奈川県立 高123
総合的な
探求の時

間
右記のとおり

①実施時期：10月
教科等：家庭科
対象学年：高1
テーマ：車いす体験、手話（指文字）であいさつ、性的少数者による理解を深める
内容：特に上記3つについて念頭においたのは、自分とは異なる視点です。
車いす体験であれば、いつもなんとも思わない段差が大きなバリア（障壁）になっていること。音
声による会話が聴覚障害者にはできないこと。ストレート（異性愛者）だけでなく、多様な性の在
り方があることについて学習しました。
②実施時期：11月
教科等：美術
対象学年：高1
テーマ：未来の命に向けて言葉と絵画で発信する
内容：日本の伝統である絵巻物形式にて文と絵画で創作表現する。自らのアイデンティティや信
条、体験談などを元に、将来生み出すであろう未来の命に向けて発信し、命の大切さに気づかせ
る。さらに高齢化社会を意識しながら、自らの進路や在り方を考える機会とし、社会性を身につさ
せる。
③実施時期：11月
教科等：国語、総合的な探究の時間
対象学年：高1～３
テーマ：レジリエンス力（逆境への耐性）について
内容：心の健康の維持・折れない心の育成を目的として、「東日本大震災のレジリエンス力を学ぼ
う」というテーマで行われた本校保健委員会と女川向学館の職員の方とのオンライン交流動画を視
聴した。それを基に、震災当時の様子や現在に至るまでの経過・防災等について考え、自らの考え
方や感情で変化したこと、自分たちにできることは何かについて記述した。

②美術科教諭
絵巻物（既製品）墨、
筆、水彩絵具等
制作期間：11月～２月上
旬　　　　　　　　　美
術選択者（１・２学年）
全員で鑑賞する。
③1学年・2学年は総合的
な探究の時間で視聴、3学
年は国語の授業で視聴

7 神奈川県立 高３
総合的な
探求の時

間

映画『めぐみ』
の視聴

　映画『めぐみ』の視聴を通して、問題となっている北朝鮮による拉致被害の問題を身近
に感じるとともに、その家族の悲痛ややり場のない思いを知ることによっていのちの大切
さを学んだ。また、ワークシートを取り組むことで生徒の感じていることを共有するする
ことができた。

DVDによる視聴

8 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

本校東京パラリ
ンピック代表日
向楓の特集番組
を通して

　本校の東京パラリンピック代表であった日向楓を取り上げたテレビ番組を視聴した。多
様性やいのちについて向き合うことができた。また、レポート作成を通して代表者が「い
のちの授業」大賞作文に応募した。

TV番組の視聴

9 神奈川県立 高複合
総合的な
探求の時

間

交通安全教育
「実演からいの
ちの尊さを学
ぶ」

  近年、自転車運転のマナーの悪化や事故の加害や被害が社会問題化している。スタント
マンによる実演を通じて、自転車に関わる交通事故の恐ろしさを体験し、いのちを守るこ
との大切さと安全に自転車を利用できる方法を学ぶ。

講師：神奈川県トラッ
ク協会及びシャドウプ
ロダクション
対象：全学年



10 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

災害図上訓練
（ＤＩＧ研修）

　４人１組で班を作り、本校から最寄り駅である戸塚駅までの白地図に、学校周辺の鉄
道、道路を確認、次に災害時に役立つ資源をマーク、災害時に危険な個所をマーク、これ
らの情報から学校周辺の安心な点と不安な点を整理した。災害時に本校から戸塚駅まで、
安全に移動できるルートを班ごとに発表した。登下校時に使うルートは危険な個所があ
り、遠回りであるが安全第一に行くことができるルートを発表するなどの活動ができた。

白地図
防災マップ
マジックペン等

11 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間

修学旅行事前学
習
「震災学習」

　修学旅行で訪れる予定であった、陸前高田市の東日本大震災の被害と復興についての学
習を行った。個人で全高田市と震災に関するテーマを設定、レポートを作成し発表を行っ
ている。10月には、実際に震災を経験した現地の方のお話をZoomを用いて実際に聞いた。
実際の経験談と復興の様子を真剣に聞く生徒の姿が見られた。

教員作成のプリント

12 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

スケアードスト
レート

　交通事故の危険性を知り、登下校などの際の交通安全について意識するとともに、自ら
が加害者とならないために気を付けるべきことを考える。

講師は川崎警察署職員

13 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間

平和学習「沖縄
戦から学ぶ平
和」

　本年度実施予定であった沖縄修学旅行の事前学習の一環として、総合的な探究の時間の
中で平和学習を行った。南の島のリゾート地というイメージが強い沖縄が、日本で唯一地
上戦が行われた地であり、本土を守るための作戦の場として利用されたという側面を当時
の少年兵の実話を元にした動画の視聴とその後のワークシートでの知識や感想の整理を通
して、沖縄の負の歴史だけでなく、多くの人の心をも容易に変えてしまう戦争の恐ろしさ
や戦争時における命の軽さについて知識や理解を深める機会となった。

ＮＨＫスペシャルＤＶＤ
「あの日、僕らは戦場で
～少年兵の告白～」
ワークシート（学年で作
成）

14 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間

ふれあいの性・
生殖の性

　健康教育講演会として、養護教諭による講話、ワークショップと妊婦体験を実施した。
　生徒は、性を科学的にとらえ、生殖の性、ふれあいの性について理解することができ
た。また、妊婦体験をとおして生命の大切さを理解し、自分たちに何ができるか考え、対
話の中で学びを深めていた。

高３は妊婦体験のみ
実施

15 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

SDGｓをテーマと
する探究学習

　SDGsに関する動画を生徒が視聴し、各生徒が興味に応じた探究活動を行った。多くの生
徒が、貧困問題や環境問題、防災などについて、仮説を立て、調査を行い、自分の考えを
まとめた。

SDGｓに関する動画に
関しては、関東学院大
学の講義動画を活用し
た。

16 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

人権教育
「めぐみ」鑑賞

　人権侵害問題について、実際に起こった拉致問題を題材に説明を行った後、鑑賞に入っ
た。生徒たちは、めぐみさんは年齢が近く、真剣に鑑賞していた。残された家族の苦悩や
平穏な生活が突然奪われてしまった描写を受け、動揺を隠せない様子であった。人権問題
について生徒の関心と認識を深められた。

教材：
アニメ「めぐみ」



17 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

防災教育
「DIG訓練」

　東日本大震災や、熊本地震など過去の災害時の状況を説明し、災害時の自分の行動につ
いて現実的に考えるように話をした。その後、それぞれグループに分かれ、地図を用い
て、学校周辺の危険個所や災害時に有用な施設等を探し出し、意見を交換しあった。災害
時の活動に役立つ知識を身に付けるよい機会になった。

教材：
学校周辺の地図・
平塚市ハザードマップ
等

18 神奈川県立 高３
総合的な
探求の時

間

過重労働からい
のちを守る

　長時間にわたる過重な労働により、疲労が蓄積し、その結果、脳や心臓に疾患が生じ、
最悪の場合、死に至るケースも報告されている。
　そこで、生徒は事前学習として、「過労」が原因で命を落とした事例を報じた新聞記事
を読み、事例研究を行ったうえで、翌週に当事者のご遺族から話を伺った。
　生徒は、「過労死」の恐ろしさを知るとともに、過重労働からいのちを守るための心構
えについて、真剣に考えていた。

講師：「過労」が原因
で亡くなった方のご遺
族及び労働問題に詳し
い弁護士
教材：「過労」が原因
で命を落とした事例を
報じた新聞記事

19 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

「学校周辺の強
みと弱みを知
り、命を守る」

　ＤＩＧ研修を次の通り行った。鎌倉の地図を用いて、地図の読み方について習熟を図っ
た。学校周辺の地図から、避難経路となる道路や、避難時に食料を調達できそうな商店、
避難所、病院などをシールでマークし、周辺施設について、確認をした。また、川に線を
引き、水害を引き起こす可能性のある個所について確認をした。災害が起きた場合に、命
を守る行動がとれるような知識の習得を図った。

講師は本校職員。１年
次全員。教材は地図
等。
学校周辺の強みと弱み
を理解することができ
た。

20 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間

HUG（避難所運営
ゲーム）

　避難所運営について協働して考えるためのアプローチとして（HUG）避難所運営ゲーム
を実施した。様々な人々が避難してくる中で、避難所をうまく運営し、かつ、人権に配慮
した形を考えるという過程において、様々な支援が必要な人々にどのような体制が必要な
のかを学んだ。
特に、ホームレスの方々への対応について班によって意見が分かれ、後日の日本史の授業
などで改めて取り上げることで、人権的な観点から学びを深める機会にもなった。

静岡県地震防災セン
ター

21 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間
震災・防災学習

　３月に行う修学旅行の事前学習も兼ねて、震災・防災という観点から班ごとに調べ学習
を行い、成果を発表した。テーマは各班に任せたため、阪神淡路大震災や東日本大震災だ
けでなく、南海トラフや富士山など様々な視点での情報を共有できた。また、その中で自
分や家族の命を守るためにどのような準備が必要なのかを、過去の教訓をもとに考えるこ
とができた。

22 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

「健康で充実し
た人生を送るた
めの、ライフプ
ランを考える」

　男性と女性のからだと心の変化を理解し、妊娠・中絶・避妊のことを正確に学んだ。望
まない妊娠は自分だけではなく、大切な人の人生さえも壊してしまう可能性があることを
認識し、自分たちの人生と生まれてくる子の命を守ることの大切さを考えさせた。また
LGBTなどの多様な性について、誰もが自分らしく生きることができるよう、一人ひとりの
人権を尊重し、理解し認め合うことの大切さを学んだ。

講師は小田原保健福祉事
務所の保健師。
講師制作PP「誰もが自分
らしく心もカラダも元気
な未来～ライフプランを
考えてみよう～」



23 神奈川県立 高複合
総合的な
探求の時

間

「貧困問題」
(SDGs学習)

・ホームレスの人々の生活の実情を取材したビデオを視聴し、だれでもその状況に陥る可
能性があること、ホームレスの人々も私たちと同じ命をもった人間であることを理解し
た。
・「不公平な椅子取りゲーム」を実施し、貧困に陥る背景には社会におけるさまざまな差
別や格差が大きくかかわっていることを理解した。
・貧困状態にある外国人、女性、若者についての資料ビデオを視聴し、それぞれがおかれ
た現状とそうなった背景を考え、自分自身の生活と比較しながら検討した。
・自らが貧困にならないための方策、社会から貧困がなくなるための方策を考え、グルー
プ討議を行い、幅広い知識を得た。

２年、３年
ホームレス問題の授業
づくり全国ネットビデ
オ「ホームレスと出会
う子どもたち」
NPO法人「もやい」提
供資料

24 神奈川県立 高３
総合的な
探求の時

間

ヘルプマークに
ついて

　３年次の総合的な探究の時間では、生徒が自ら課題を発見し、解決するための提案や主
張を発表する探究活動を行っている。一つの班が「なぜヘルプマークの認知が広まらない
のか」をテーマとして、一年間かけて探究活動を行った。調査分析のフェーズでは、調べ
学習だけでなく、ヘルプマークについてのアンケート調査や神奈川県内の小・中・高校の
先生へのインタビュー等を実施した。周りの生徒の認知やピクトグラムなどの有用性、各
校種における取り扱い状況を踏まえて、中間発表と最終発表の二度にわたり他の生徒に共
有した。

25 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間
薬物乱用防止

　薬物乱用防止指導員による講演を実施した。近年増加傾向にある、青少年の違法薬物使
用の実態から始まり薬物がいかに体に悪影響を及ぼすかについてまで最新データを基に伝
え、誘惑に負けないことの大切さを学ばせた。

薬物乱用防止指導員
認定心理士・薬剤師

26 神奈川県立 高２
総合的な
探求の時

間

長崎の平和学習
～命の尊さを見
つめて～

　研修旅行の事前平和学習として、本校の地歴科職員が講話を行った。原子爆弾がなぜ落
とされたのかをスタートとして、近代日本の歩みを日本史の視点から説明し、長崎への原
爆投下に至る経緯、その影響などを詳細に解説した。さらに、平和を祈念する長崎の各施
設について紹介した。生徒は初めて知る内容に驚きながらもメモを取りながら学習を深め
た。

27 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

思春期出前講座
「命のはなし」

　思春期のからだと心についての講演をうけた。思春期はからだが成熟する一方で、精神
的な発達が追いついていない時期であり、精神的に不安定になりやすいということを学ん
だ。人が誕生し、成長する過程についての話を聞いて、一人一人のかけがえのなさについ
ても理解することができた。男女間の感覚の違いについての説明もあり、お互いの考え方
が違うことを尊重して接することが大事であることを学んだ。講演をうけて、自身のこと
を考えるきっかけになった。

相模原市中央子育て支
援センター職員

28 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間

性感染症を予防
する

　１年生の総合的な探究の時間に、講師による性感染症予防講座を行った。さまざまな事
例やデータをもとに、生命の尊さについて理解するとともに、自分自身と相手の体を大切
にするために必要な知識について学んだ。
事後アンケートでは、いのちの大切さを再認識した、相手を思いやる心をもつことが大切
だと感じた、といった意見が多く寄せられた。

講師は医療系の大学教
授



29 神奈川県立 全学年
総合的な
探究の時

間
生活体験発表会

　通信制に学ぶ生徒が、学校生活を通して、感じ、学んだ貴重な体験を発表し、他の生徒
に気付きや励ましを与えることを目的とする。
生徒は様々なことに挑戦している発表者の話を聞き、刺激を受けているようだった。

キャリア担当教員によ
る進行

30 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間
児童労働・貧困

　児童労働について講演で学習した後、児童労働体験カードゲームの活動を通して貧困、
教育を受ける機会を失った途上国の子供たちが抱えている過酷な現状を疑似体験した。Ｓ
ＤＧｓ教育課程研究開発校として毎年実施する体験授業だが、生徒たちは真剣な眼差しで
取り組んでいた。

フリー・ザチルドレ
ン・ジャパンより講師
３名来校

31 神奈川県立 高１
総合的な
探求の時

間
進路講話

　外部講師を招き、福祉に関する進路講話を実施した。多様性、地域共生社会、インク
ルーシブ、教育など、現代社会を生きるために必要なキーワードを中心に、高齢社会、介
護についての話題を取り上げた。そのなかで、津久井やまゆり園の事件に触れ、事件の根
本にある現代社会の諸課題について掘り下げ、学び深めた。

社会福祉法人愛川瞬寿会常
務理事、馬場拓也氏を招
き、福祉の講話をキャリア
学習の一環として実施し
た。

32 神奈川県立 高２
総合的な
探究の時

間

防災教育
避難所運営シ
ミュレーション

　修学旅行で東北へ行くにあたり、震災学習（防災教育）を行った。本校は地域の避難所
として指定されており、災害時には地域の方が校内施設を使用することもある。
今回は災害が起き、学校に地域の方が順番に来た際にどのように誘導していくかをグルー
プで考える「避難所運営シミュレーションゲーム」を行った。

２年次総合的な探究の
時間担当教員

33 神奈川県立 高１
総合的な
探究の時

間

福祉体験
防災教育
人権教育

　福祉教養コースで培ったノウハウと施設や設備を活用して、１学年職員全員で指導にあ
たった。福祉体験は「手話入門」「白杖体験」「インスタントシニア体験」「車椅子体
験」「ボッチャ体験」「パラ競技体験」の６講座、防災教育は「DIG」「震災教育」の２
講座について取り組み、全体を通して生徒の人権感覚を養った。どの講座も生徒が楽しみ
ながら実習に取り組み、人への思いやり、互いに支え合って生きることの大切さなどを真
剣に考えることができた。

指導にあたる教員は、夏季
休業中に実施された校内福
祉研修をもとに準備を進め
た。また、生徒を数名ごと
のグループに分け、各講座
の学習内容をもとにスライ
ドを利用した研究発表を実
施し、知識や技能の定着を
図れるように心がけた。

34 神奈川県立 高１
総合的な
探究の時

間

薬物乱用防止に
ついて

　動画視聴による「薬物乱用防止講演会」を体育館で行った。薬物の過剰摂取による深刻
な身体的影響、命を落とす危険性、自殺の可能性等、体験者により薬物利用がもたらすい
のちへの危険性が語られた。講演後、１.講演内容の理解度２.講演の感想を問うアンケー
トを実施し、生徒から「薬物の怖さ」「心身・命への危険性」「家庭や将来への影響」等
を認識するコメントが寄せられた。

（教材）
「危険ドラッグ乱用防止
啓発」
（教材）
「薬物体験者たちの証言
～壊れる生命」



35 神奈川県立 高３
総合的な
探求の時

間
未病

　山北町が抱える課題である未病について、興味を持った生徒を班分けし、各班で山北町
の住人がより自分の健康やいのちに興味を持ってもらうためにはどんなことができるかを
考えさせた。
　また、各班で調べた内容や自分たちの考えについて、いのちと絡めてまとめさせた。さ
らに、周辺住民などに対してインタビューなどを実施し、いのちについてより根拠のある
地域への提言について考えさせた。最後に各班が考えた提言について、プレゼン資料を作
成させ発表させた。

36 神奈川県立 高３
総合的な
探求の時

間

共生・いのち・
生きる

　民間介護施設の利用者が、一方的に介護を受けるだけでなく子どもの世話などの支援活
動に関わることで、社会に必要とされる喜びや誇りを実感する内容のＤＶＤを視聴した。

（教材）
にんげんドキュメント　笑
顔の“大家族”～富山・デ
イケアハウスの日々～（Ｎ
ＨＫ厚生文化事業団　福祉
ビデオライブラリー）


